









































































































春の最大の拠点であり、性的言説の発信源として圧倒的な存在感を示していた新吉原遊廓についてみると、 その実態は未解明な点が少なくない。新吉原遊廓における遊女については、宿場 飯盛女などに比しても、一般的な被抑圧性の指摘か、文芸作品に描かれる遊女像の延長線上の理解にとどまっているといえよう。しかし、遊女の実態研究は、抑圧された女性の実態を明らかにする女性史研究の必須課題であ だ でなく、性売買をめぐる近世社会構造研究においても不可欠であろう。なぜなら、近世買売春のあり方やその 造的特質は、遊女屋や客、統制の主体である幕府・町奉行所の政策によって規定され だけ なく 遊女自身 意志や行動によってとらえ返されるものであり、その構造は 両者 双方向的なベクトルによって特徴づけられていくからである。さら 、そ
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No. 年　代 吉原の被災状況 火元・出火原因
（ 寛永 4 （（6（7） 吉原辺まで
（ 寛永 7 （（6（0） 吉原町
（ 正保 （ （（645） 吉原全町
4 承応 （ （（654） 吉原大門通り
5 明暦 （ （（657）
6 延享 4 （（747） 吉原全町 　江戸町 （ 丁目梅村市兵衛（武，玉）
7 明和 5 （（768） 吉原全町 　江戸丁 （ 丁目四つ目屋喜三郎（遊女屋）
8 明和 8 （（77（） 吉原全町 　揚屋町河岸梅屋伊兵衛
9 明和 9 （（77（）（吉原） 　行人坂火事
（0 天明元 （（78（） 伏見町全町，（ 丁目，仲ノ町の一部 　江戸町 （ 丁目佐七店家田や仁兵衛（茶屋）
（（ 天明 4 （（784） 吉原全町 　京町一丁目水吐尻明屋より水道尻挑灯屋
（（ 天明 7 （（787） 吉原全町 　角町分仲ノ町喜五郎（または茶屋五郎兵衛）
（（ 寛政 6 （（794） 吉原全町 　江戸町 （ 丁目丁字屋長兵衛（または隣家商人屋）
（4 寛政 （（?（（800） 吉原全町 　田圃竜泉寺町
（5 文化 9 （（8（（） 吉原全町 　龍泉寺村非人頭善七小屋
（6 文化 （（ （（8（6） 吉原全町 　京町 （ 丁目海老屋吉助（または同町左八店明屋）
（7 文政 4? （（8（（） ○豊菊 （5 才が付け火，文政 4 年 （ 月，八丈島に流罪。
（8 文政 7 （（8（4） 吉原全町 　京町 （ 丁目林屋金兵衛（遊女屋）
（9 文政 （（?（（8（8） ○花鳥 （5 才が付け火。文政 （（ 年 （0 月，八丈島に流罪。
（0 文政 （（ （（8（9） ○清橋 （7 才，瀬山 （5 才が共謀し付け火，文政 （（ 年 （0 月八丈島，新島に流罪。
（（ 天保 （ （（8（（） ○伊勢歌 （（ 才が付け火，天保 （ 年 （ 月，八丈島に流罪
（（ 天保 4 （（8（（） ○吉里 （7 才，藤江 （6 才，清瀧 （5 才が共謀し付け火，それぞれ八丈島，三宅島，新島に流罪。
（（ 天保 6 （（8（5） 吉原全町 　角町堺屋松五郎（遊女屋）
（4 天保 8 （（8（7） 吉原全町 ○江戸町 （ 丁目丁字屋せい（または源太郎）。
（5 弘化 （ （（845） 吉原全町 ○京町 （ 丁目川津屋。同抱え遊女玉琴 （6 才，六浦 （6 才，姫菊 （4 才による付け火。
（6 嘉永 （ （（849） ○喜代川 （5 才が付け火，嘉永 （ 年 （0 月八丈島に流罪。
（7 嘉永 （ （（849） ○代の春 （5 才が付け火，嘉永 （ 年 4 月，三宅島に流罪。
（8 嘉永 （ （（849） ○京町 （ 丁目梅本屋佐吉抱遊女 （6 人が共謀して付け火。佐吉と，福岡，谷川，玉芝，錦糸が八丈島に流罪。
（9 嘉永 5 （（85（） ○玉菊 （5 才，付け火，嘉永 5 年 （ 月，八丈島に流罪 .
（0 安政 （ （（855） 家根へ焼け抜け 　京町 （ 丁目是本屋町兵衛土蔵縁物置より出火。
（（ 安政 （ （（855） 吉原全町 　安政大地震による火事。
（（ 安政 （ （（856） ○梅ヶ枝 （7 才，付け火，八丈島に流罪。
（（ 万延元 （（860） 吉原全町 　江戸町 （ 丁目紀の字屋六太郎の屋上より出火。
（4 文久 （ （（86（） 吉原全町 　京町 （ 丁目裏屋（または同 （ 丁目）より出火。
（5 元治元 （（864） 吉原全町 　江戸町 （ 丁目大口屋文右衛門（遊女屋）宅より出火。
（6 慶応 （ （（866） 江戸町 （，（，揚屋町，京町 （，（ 丁目，角町ほか ○江戸丁 （ 丁目大枡屋いち抱きく事重菊の付け火。
表　新吉原遊郭の火災年表
＊１　宮本由紀子「吉原仮宅についての一考察」（地方史研究協議会編『都市の地方史─生活と文化』雄山閣，（980 年，所収）表 （ より
摘記。






































































方之儀、平生二食ニ而、豆腐之殻又ハ草箒之芽を入、雑水ニ致し為給候得共、悪敷匂ひ致し、中々難食候 付、難渋之様子及見候得は 何故給不申抔申之、全之飯は為給不申 邂逅為給候節ハ粥同様腐れ 候而分難食、且五節句ハ、前日当日并正月二日、十五日、十六日、七月十五日、十六日 何れも本仕舞為致 八朔之儀ハ昼斗ニ而 金弐朱ト取極有
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不申被存込 儀度々之事ニ而、別而当七月九日夜、田町鶴和家ゟ初会客四人案内致し罷越、私并静、若梅、重春罷出候処、右四人之客、夜四ツ半時頃帰り候処、重春義ハ名代 付 助見世え罷出不申候得共、私、静、若梅義ハ尚又見世え 出候得とも 此夜ハ客無之、彼是致し候内引ケニ相成候間、仕懸等夫々たヽみ取片付致し居 処、主人佐吉方ニハ遣り手無之 其夜之客無之もの起番と名付、遣り手部屋有 下座敷ニ翌朝迠起居、万事心付居候仕来ニ〔
5丁ウ〕
有之候処、此夜右之通客無之候間、手紙ニ而も乍認起番致し可 積を以私外弐人二階え揚り候処、同夜八ツ時頃と覚、佐吉義罷越、私外弐人二階ニ居候を乍弁、三人共相見不申、定而迯去 義 可有之旨高声 申罵下え下り候ニ付、三人共一同 続下え罷越 処 偶茶屋之客致し候迚、右体我儘之振舞致し候而ハ不相成旨、其外品之趣旨 散シ候上、私外弐人之ものを手強く蹴付候上、手鍵を以 当り次第〆、又ハ打叩 右様事共日々之様ニ而、〔
6丁オ〕

















































私儀、 信州上田在竹澤村百姓半蔵娘ニ而、拾三ヶ年已前天保八酉年中、母親病死致し、 追々困窮致し候ニ付、 親半蔵義身上相仕舞、 同年十二月中〔
8丁ウ〕







酌取奉公ニ住込罷在、其後、同十三寅年中、佐吉儀吉原町え引移候得共、別段証文書替候様子も無之様被存、本未年季明候心得ニ付 其段佐吉申聞候処、右様之義承り候而何ニ致し 哉抔、不取留義而已申居、取敢不申、左 得は、〔
9丁ウ〕
当所え引移候而ゟ如何様 取計致し置候哉 難相分 ニ御座 然ル処、平日二度之食事ニ 、三度ハ為給不申、右二度之食事も豆腐之殻又ハ草箒之芽を摘、右を古米之中え焚込、塩を入雑炊ニ致し為給 得共 何分匂ひ有 候而、一口も被給不申、彼是手間取候得は、厳敷察当致し、其上客取不申節ハ、不精ニ付客無 抔申之 邂逅客有之 も客
〔
（0丁オ〕
酒食等買揚不申候得は、差働無之故右体取進メも不致旨申之、厳敷折檻致し、且又外並ゟ仕舞日多 五節句も前日当日共二日宛仕舞為致 客無之、如何様之才覚為致候而も、仕舞金受取不申候而ハ、中々承知不致彼是引しろい候得は、箱ニ懸又ハ手鍵弓之折木を以、手当り次第打擲し、其外聊之義ニ而も法外之責致し、陸々食物も不為給 右様手荒之〔
（0丁ウ〕
取扱ニ而已逢候而ハ、迚も身体難保、然ル上ハ 存分ニ皆憤を晴シ御法通之御沙汰を受候心得ニ而、傍輩拾六人申合、兼々一同申誓置候義ニは候得共、万一右約定違変致し候もの出来候而は不相成旨を以、桜木義、昨四日拾六人一同連判同様之心得を以 銘々名前可相認旨 同人義発言致し候ニ付、尤至極之儀と存、半紙横折え見世順ニ而、福岡を始、夫々名前相認 儀有之、尤〔
（（丁オ〕





































（（丁オ〕遊女ニ被召抱候所、平日食事も陸々為給不申候上 聊之事ニ而も強く折檻ニ逢、其日ヲ送リ兼候ニ付 翌未年正月十五日 江戸町弐丁目名主佐兵衛方え駈込、始末相歎 由之所、揚屋町町役人え引渡ニ相成、一旦 人方へ立戻り候上、外え住替 可差出積りニ而 板橋 口入方え四五日も遣し置候内、佐吉義ゑい元方へ罷越し、同人早々
〔
（（丁ウ〕相返候様強而申ニ付、 外え長々出居候而は入用等も多分相掛り候ニ付、致勘弁、一度元主人方へ立戻り呉候様申ニ付、無是非又々当主人方へ立帰り申候由之所、四十日程内証 為居置 昼夜共為寝不申 少々ニ而も眠り候得は 直ニ弓の折ヲ以打擲致し 四十日程 立 後、同年三月中、京町弐丁目楽長屋小松屋と申
〔
（4丁オ〕五月六日迠被相頼、同日尚又主人方へ立帰り 八月迠は相応 客人も有之候ニ付、格別之折檻ニも逢不申候へ共、同九月中ゟ主人申聞 は、中働之者と通合候抔、跡方も無之事ヲ 、度々箱 掛ケしばり上、弓
之折ヲ以惣身及打擲、同月中ゟ翌申年五月迠、寒中迚も単物壱枚ニ而為凌、元日ニ御綿入候
〔




（5丁ウ〕ニ請取、右体之事故、迚も勤は難相成、客人無 候得は 札金ヲ年季ニ被繕候様ニ而は、始終身分難立行と而、主人方ニ而責苦ニ逢候よりは、町を焼心底 は無 候得共、火ヲ付其紛ニ名主 へ欠込御仕置ヲ請候より外無之と、当三月廿一日重立候遊女福岡申ニ付 私義も同
〔
（6丁オ〕意致し候得共、程能間合も無之候所 八朔ニ相成、弐朱売之遊女 弐朱、壱分売之遊女は壱分つゝ内証え入可申ニ付、元てニ 渋ニ 候得共、無是非右致し入金仕、尓今月見 相成候ハヽ 如何可致 心配罷在候内 同二日、聊 事ニて谷川と申遊女ヲしばり上ケ 所々引ずり廻し候に付 谷川は勿論、
〔
（6丁ウ〕一同之遊女、此上如何様之うき目ニ逢候も難斗 存 重立 遊女ヲ相
[「梅本記」]……横山百合子
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頼取斗貰候由、 尤五日ニは主人も昼寝致し居、 遣り手も同様寝居幸ニ存、 福岡部屋ニ而相談いたし、 右部屋ニ有之火ヲ玉芝表座敷持参致し候へは 谷川義、 屋根裏ヲ持上ケ居、 きんし義、 火ヲ挿し申候、 無間も
〔








中両親倶々御当地罷出、巣鴨町に罷在 拾三才之節、梅本屋佐吉根津門前町局見世致罷在候砌、拾五ヶ年季、給金八両ニ相定 酌取奉公ニ相極、其節之人主請人とも致病死候由、拾三ヶ年已前、 致類焼
〔
（8丁ウ〕候ニ付、同所ニ而大見世ニ相成奉公罷在候所、豊平実兄金蔵と申もの豊平え用事有之、拾弐ヶ年天保九戌年中之由、罷越、内話致し居候ヲ主人見咎メ、主人え無沙汰ニ内話 候段不埓 旨に而 金蔵ヲ裏之方へ連行、大勢ニ而種々打擲致候由、其後根津御取払ニ而、主人佐吉義も吉原町へ
〔










（0丁ウ〕上弓之折ヲ以、数四十余も打候ニ付、惣身痛、外遊女見兼、右之ヶ条ヲ以弐ヶ年切増年致し御勘弁致貰 由、平日食物は 共申立候同様之義ニ而、聊之不調法有之候而 、弓之折或は手鍵ヲ以打擲被致惣身痛 跡絶不申、八月朔日ニは八朔之仕舞と申、弐朱売 遊女は弐朱、壱分
〔





玉芝等へ相頼取斗貰ひ 豊平義者 二階下共主人其外之ものへ 知様心付居候よし
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（（丁ウ〕上色々の責折檻為逢、ある事あられぬ事をいわれ、夫から又すわつて居て、漸客人が上つて詫事がすみ未九月十四日、玉芝とゆふ子供 逃て、同十月三日之晩、漸さ して連て帰り、其夜は内々其子 だまし、豊平 小遣を二百文くれて迯したといゑ、そふすれバ手前はふちも敲もしない 入用も懸な からなんでも豊平が迯したと言へと旦那ニいわれ 其子も苦しい思をするより其
〔



















傍輩のものは、つらかにくいと言て僅も構てやらす、夫から、弐百文小遣ひをほんとにお前に遣て豊平さんが逃したのがうそか、夫 ほんとに白状した事なら、皆て紙も買 やろふ、豊平さんにもお芋でも買て貰つて遣るから、ほんとに言へと言 子をたまして聞た
〔













一、 八月之廿六日之七時ニ越して来て、 九月之廿九日が見セ開きで、 廿八
日之晩ニ惣助さんと又兵衛さんが口を聞て、 旦那から金を壱両弐分かりて貰ひ、 夫から直クニ其金を内証え入、 手とり壱両借た内で、 人にも借を返し、 小紋之着物を買、 夫から其着物 都合が悪い故、 九月之十四日之晩ニ質置 夫から又九月の廿三日之あさ、着物を質ニ置たと言て、
〔














（7丁ウ〕から晩方迄箱ニ掛られ、夫から傍輩が弐人て十一月之廿八日迄旦那ニ言沢をして呉て、夫か 私も内証へ済ぬと思ひ、度々元方え人遣り候へ共、元方が病気で参り不申候まゝ、夫切ニして置候得は、十二月廿八日之朝 七さんが出しぬけニ聞、なげやりニしてあると言て 箱ニ掛て晩方迠縛り、夫から惣助さん 福岡さんが三人て掛合て呉て、昼頃ニ箱懸て尻をまくつて弓之棒て凡五十斗ぶち、夫から惣助さんが仲え這入て
〔
（8丁オ〕箱ニ懸た縄をほとき、夫から腰縄ニ 十二月之廿日から廿五日迠腰縄ニして置、廿日之日ニは一日食すニ置、廿一日之日ニは朝食せて、夜は不喰、廿二日之 は朝不喰ニ晩弐ぜん為喰、廿三日は晩ニて昼ニ不喰、廿四日は朝為喰て晩 不喰、夫から十二月廿五 の 惣助さんが品川え往て呉て、廿七日ニ元方が来ると て縄を掛合 預かつて呉、夫から又 元方がこない故、廿九日之朝、内証へ呼 ゑんき棚前へ為居て、夫からは年季を入
〔
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お夜食香〳〵で茶漬、 昼見世を引て、 足 たゝか 其夜 お茶を引肩をたたかせられ、八ツをうつてね
　
○廿二日朝はお粥に香〳〵、お夜食




























いつて跡もふすこしまつておくんなさいといつたなら そんな事を言わせる物かと言て、手鍵下ケて来ようふと仕た所を、吉里さんたつてと頼ミ、漸々の事で見世え出、其夜はお茶を引、ひるまの事が有ゆへ かくべつ事も言わづ、七ツ過キに みんな寝かし 二日、朝飯に茄子壱ツ其内旦那湯えはいツて仕舞、夫から髪部屋のものも湯えはいツてもいゝかときゝに〔
（5丁ウ〕
やりましたら、使 いつた米吉に、おれはしらないとあいさつをし ゆへ、女郎衆達もはいるにははいられづ どふした よ ろふと、みんな顔を見合せて居たな こいつらわふといやつらだ、せつ く拵た湯へはいりもしないで、おれに鼻をあかせる、ミんな馴合と言 ふとい奴だ
国立歴史民俗博物館研究報告


















































































主人引移り、肝をつぶし主人におきさりに逢、其よしを ろ〳〵にいつたけれと、死人口なしのよ ふなわけで。しようふが く
　
○廿六日の

































































たから、夫てくす〳〵して居たろふ かけてもらはなくつてもいゝ、おれがかけてやるといつてはだかになつて 手鍵ヲ以てミんなしめ、夫からミセの者やなにか 漸々旦那をひつこませて仕舞、夫々にいつて八重仕舞と札を掛て貰ひ、又例の金を催促に来るから、もふ少しまつてくれろとゆふ 、直に。〔
44丁ウ〕




をたのんてやり。其人か早々元方を呼ニ つ 、年季に もかたを。付ろといゝ、それもこれもミんな旦那 いわせ 事、五月四日、五月節句五日ハ、本節句たろう。四日ハ八重、五日ハ札といつて。参り。やはり三月の通り。すいもし被下、夏五月両日之仕舞迠入て 都合三両弐分か札金と八重仕舞之 ね、〔
45丁オ〕




白半ぢはん、あやはんゑり六百文 巻帯壱分ト六百文、壱分が小遣、壱分弐朱がねてかり、ミんなて七両の金て壱年切増シ、元方が不承知 いつたなら、ふといやつといつて、こつち之いゝ言は只之壱つも聞てくれず、夫て証文ヲしな て返せば、跡 箱ニしかけて〆るとの事 夫故、〔
45丁ウ〕
よふ〳〵伯父にたのんて証文をしていつてもらい、三月七日 朝くさつ
たこう〳〵てしやめし、内証の前を通る時、寝巻のきれたのをきていたなら、其なりているとたゝはおかぬと小言ヲいゝ、めしをくわセぬさんたんをし 着物は まへで仕舞之金ニ質ニおかせて取て仕舞、其通りの事をいゝ、お夜食はしやけのあ まのたゝいたのに、なの半分はいつたおじや、其夜は初会で、跡から馴染之客人参、何事もなし〔
46丁オ〕
八日、朝あつたか 飯に、くさつたたくわんの香々、其日ハしほだち。御夜食ハたべす。昼見世 引て。心やす お客に仕舞て貰ひ。よるハ御客か帰つて。から。助見世ヲ本じかで張、其夜ハ 人がなく。八ツ時迠ある事あられぬ事ヲいひ 八ツ時うツ ねか 。九日、朝なす半ふん這入たおしや、くさつた香々、御夜食くさつた香々で茶づけ 其夜馴染みの客人参り、何事もなし。十日 朝帰るのが〔
46丁ウ〕
少しおそく成、もふかへさず朝直して居て、昼の内かへり、よるハ見せを張、九ツ半バ過て其客人参り帰つて参り 何事もなし。十一日 朝くさつたこふ〳〵で茶漬 御夜食ハあ りの汁。御まんま、其夜ハお茶引、九ツ半から七ツ前ま 、按摩させられ。十二日、朝くさつ こふ〳〵茶漬、わたし ちの方へハ くさつてふよ〳〵 〳〵を付て置 其よハ馴染みの客人参り、二時はつし、毎 のやふに来る客人故 何事もなし、十三日 朝水のやうな じや〔
47丁オ〕






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































八八五、 二〇一一年、同「芸娼妓解放令と遊女」 （東京大学大学院人文社会系研究科・文学部日本史学研究室編『近世社会史論叢』 、二〇 三年。
（
（）　
本史料については、註
（
（）
拙稿においても、若干言及している。
（
4）　『藤岡屋日記』三巻、三一書房、一九八八年、五二四頁。
（
5）　「てんたい」は紋付き（盗人仲間の隠語）の意か（大久保忠国・木下和子編『江戸語辞典』東京堂出版、一九九一年） 。
（
6）　
遊女屋の張見世の末席のこと。
（
7）　
一度売ったものを、もう一度売ること。二倍の料金の意か。
註
（国立歴史民俗博物館研究部）
（二〇一五年一月二六日受付、二〇一五年三月一九日審査終了）
